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ねじの設計特集． 刀

SomePointsforFasteningDesigns

誌名くシグマ〉の由来

くシグマ〉はギリシャ語のアルファベット第18番目に

あたるZ(sigma)から取ったものですが、Zは微積

分では総体の和を表わす記号ともなっております。

そこで、 1） 「ねじ」は物を締めつけて完成品に仕上

げる重要な部品ですから、総体の和を支えるものと

いえます。そして2）私たちは、総体（トータル)で

ものをみ、伝票では買えないものをサービスして、

総体のコスト（トータルコスト）を下げることに協力

します。このためには、 3） 「ねじ」を供給する私た

ちと、それを使用される皆さんとの間に、密接な和を

必要とします。こうした私たちの3つの願いをこめ

て名づけられたのがくシグマ〉です。

' 刀

<シグマ>58号 1991年5月30日発行

編集代表岩田ボールトエ業㈱社長室
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2． 有効断面積, As

図1に示すように，ねじ溝の幅がピッチpの1/2に等しく

なるような直線XXを仮想し，直線XXを母線とする仮想的

な円筒の直径d2を「有効径」といいます。また’ねじ溝の谷

底を連ねる直線YYを仮想し，直線YYを母線とする仮想的

な円筒の直径d3を「谷の径」といいます。
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1 ． はじめに

図1有効断面積Asの説明図「ねじの設計」には，ねじの緩承止めとか，締付けを確実

にするための特殊形状のねじ頭やナットの考案など，主とし

てねじの機能を取り扱う 「機能設計」の分野と，機械に組承

込まれているねじが外力によって破損したり緩んだりしない

ように，ねじの呼び(M8,M10など）や，ねじの強度区分

(8.8, 10.9など）の決定など主としてねじの強度を取り扱う

「強度設計」の分野とがあります。

ここでは後者の強度設計の分野において，常識として心得

ておくべき「ねじ設計のポイント」をなるべく平易に，かつ

要点的に解説します。

直線ZZは，有効径d2と谷の径d3の平均値,すなわち(d2

+d3)/2を直径とする仮想的な円筒の母線を表していま
す｡この仮想的な円筒の横断面積Asを｢有効断面積｣といい，

虹

｜ ‘ヂLl｡ '')
冗

As=-

4

なる式で表します。

JISB1082-'"7 「ねじの有効断面積及び座面の負荷面積では，
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荷重F

式(1)をおねじの外径dおよびピッチPだけの式に変換し，
As=0.7854(d-0.9382) 2 (2)

なる式でAsの値を計算しています。表1は， この規格の表
表1 メートル並目ねじの

有効断面積, A'
単位:m,i

有効断面積

8．78

14．2

20．1

ねじの呼び

M4
M5

M6

刀

36．6

58．0

84．3

８
０
２

１
１

Ｍ
Ｍ
Ｍ

157

245
353

荷重F６
０
４

１
２
２

Ｍ
Ｍ
Ｍ (b)負荷状態

図2ボルト・ナットの引張り試験から抜粋したM4～M24のねじの有効断面積Asの値です。

(b)

3． 降伏点ぴY，耐力ぴ0.2および引張り強さびB 破断

、
一×

【ー

ボルト ・ナットを互いにはめ合わせ，図2に示すようにボ

ルト頭およびナットのそれぞれの座面側に引張り治具をあて

がって'材料試験機で引っ張ります○ボルト・ナット座面間の

伸びEに対する引張り荷重Fの変化を自記させますと，鋼ボ

ルトの場合一般に図3(a)のような記録がえられます。

図3(a)において’立ち上がり直後の記録が曲線状なのはね

じ山に角度誤差やピッチ誤差があって片当たりしているため

です。荷重が増しておねじとめねじ間の接触状態がよくなっ

た点Sを超えた後は直線的に上昇します○ボルトねじ部が降

四
・
州
腫

四
・
柵
に 佃

渥
Ｋ
順

燗
揮
侭
瞳 刀

S

伸び，E

0.2%(永久伸び）

伸び,E

OY=降囎重, 00.2=耐響重,咋最芸彗重
図3降伏点ぴY,耐力ぴ0.2および引張り強さびBの説明図
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伏すると，記録が直線性を失って折れ曲がり，弾性域から塑

性域へ移行します。荷重が最大となる点を過ぎると，ボルト

ねじ部にくびれが生じはじめ，最後に破断します。

降伏荷重を有効断面積Asでわった値を「降伏点」 とい

い， ぴYで表します。また，最大荷重を有効断面積Asでわっ

た値を「引張り強さ」といい， ぴBで表します。

材料によっては荷重変化の記録に明瞭な折れ曲がりが現れ

ず，弾性域から塑性域への移行が暖昧な場合があります。 こ

の場合は，図3(b)に示すようにボルトの永久伸び（立ち上が

り直後s点までの曲線部を除外します）が無負荷時のボルト

・ナット座面間の距離loの0.2%となる荷重を求め， この荷

重を有効断面積Asでわった値を「耐力」 (002で表します）

といい，降伏点に代えます。なお，図3(b)では破壊点の荷重

が最大荷重になっていますが，材料によってはこのような場

合がありますのでその例として示しました。

表2 ねじの強度区分
単位:N/m,i

8．8

ETFTI三泥
強度区分 12.9

引張り強さ

(0B)

降伏点(0Y)
または

耐力(ぴ0‘2）

1200

1220

1080

1100

(＜

たとえば，強度区分4.8ということは，そのねじの呼び引張

り強さが4×100=400N/miであり，呼び降伏点または呼

び耐力が4'×8×10=320N/㎡であることを表していま
す。

呼び引張り強さ，呼び降伏点および呼び耐力は，強度区分

記号の構成上，便宜的に設けたもので，おねじ部品に適用す

る引張り強さ，降伏点および耐力の最小値は，それらの呼び

の値と一致している場合と，それよりやや大きい値になって

いる場合とがありますので，上記の計算でえた「呼び」と記

した欄の値は目安とするにとどめ，実務には表の「最小」と

記した欄の値を使用して下さい。

4． 強度区分

表2は, JISB1051-19閑「鋼製ボルト ．小ねじの機械的性

質」から抜粋した， 「強度区分」に対応する「引張り強さ（び

B)」および「降伏点(oY)または耐力("02)」の値です。

強度区分の記号は，小数点をはさんでその前の数字と後の

数字とから構成されています。小数点の前の数字を,00倍す

(く

5． 内外力比

れI剛／㎡の単位による「呼び引張り強さ」の値となり，小 5.1 ばね定数, Cb,Q

互いにはめ合わしたボルト ・ナットの両座面に図2(b)のよ

うな引張り荷重が作用したとき，両座面間の伸びeに対して

数点の前の数字と後の数字を掛けて10倍すればN/miの単位

による「呼び降伏点」または「呼び耐力」の値となります。
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まで負荷します。このような除荷・負荷のサイクルを繰り返

しますと，記録はABCDAとほぼ同じ経路を辿ります。 こ

のBCまたはDAの部分はほぼ同じ傾斜をもった直線で近似

できますが， この近似直線部の傾斜として示される比例関係

を「被締結円筒体の圧縮ばね定数」といい, Ccで表します。

荷重Fが図3(a)のように変化することは前に述べました。図

3(a)において荷重Fの立ち上がり直後のS点までの曲線部を

除き, S点を超えてボルトが降伏する直前までの直線部の傾

斜として示される比例関係を「ボルト ・ナット系の引張りば

れ定数」といい, Cbで表します。

図4(a)に示すように，円筒体の両端面中央部にボルト頭と 刀
5.2内外力比， ‘

図5(a)に示すように2個の円筒体を一組のボルト ．ナット

で締め付けたねじ締結体があって，ボルト軸部にF(なる引張

り力，円筒体にF!なる圧縮力を生じてつり合っています。こ

の状態にあるF(を「予張力」 といいます。

外力Wa

荷重F

■■

畠
・
佃
檸

の
１
ｓ

〃
ｊ
ｊ
ｚ
鰯
、
１
Ｎ
い
い

O 圧縮変形,E

荷重F

(a)圧縮実験装置 (b)荷重一圧縮変形の記録

図4被締結円筒体の圧縮ばね定数の測定
■■■■

刀

類似の金具をあてがってその外方から荷重Fを作用したと

ぎ，両金具間に生じる距離の変化6を測定し,Fとeとの関

係を自動記録します。図4(b)はその記録例で，最初の負荷記

録がA点に達したとき負荷を止め,B点を経てC点に達する

まで除荷します。続いてD点を経て記録が再びA点に達する

(b)外力が作用した状態

図5ねじ締結体に作用する外力Wa,
内力Ff,FbおよびFc

4
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がえられます。

ボルト軸部の引張り予張力F(に追加される引張り力Fb

と，ねじ締結体に作用する軸方向引張り外力W愚との比を「内

外力比」といい， ‘で表します。式(7)によれば，

このねじ締結体に，図5(b)に示すような軸方向引張り外力

W｡が作用したとき，ボルト軸部の予張力にFbなる引張り力

が追加されて(Fi+Fb)なる「軸力」となり，円筒体の予張

力F(からFcなる圧縮力が失われて(F!-Fi)なる「締付け

力」 となります。

図5(b)において，軸方向引張り外力W｡が作用したとき，円

筒体の両端面においてボルト ・ナットの両座面が接触してい

る環状面間の距離の変化を6とすれば，

Fb=Cb×6 （3）

F｡=C・×6 （4）

であり，軸方向に作用する力のつり合い関係から，

Wa=(Ff+Fb)-(F!-Fc)

が成り立つので， これに式(3)および式(4)を代入すれば，

W｡=(Cb+Cc) 6 （5）

または

一
一

＃
且
ａ

Ｆ
ｌ
Ｗ

ｌ
－ｄ

Cc

矼 (9)
Cb+Cc

となりますので，式(7)および式(8)の関係を‘を用いて表せ

ば，

Fb=jW｡ 00

F｡=(1－め)w｡ 0D

がえられます。

式⑩と式⑪の左辺同士，右辺同士加算して等置すれば’

Fb+R=W｡ 03

となります。

5.3 内外力比の速算図表

測定または理論的計算でボルト ．ナット系のばね定数Cb

および被締結円筒体のばね定数C@が求まれば，式(9)の関係

を用いて内外力比のが計算できますが，その測定または計算

はかなり面倒です。概略の値が分かればよい場合は，速算図

表を利用します。

式⑩によれば,外力W｡が同じでも,ボルト軸部に追加される軸

力Fbは‘の値が小さいほうが小さいので’疲れ破壊が問題

になるような場合は‘の値をなるべく小さく設計します。

図6(a)は，同図(b)に示す代表的なねじ締結体A,B, Cお

よびDについて理論的に求めた内外力比めの速算図表です。

W。

6＝ （6）
Cb+Cc

となり， この6を式(3)および式(4)に代入すれば，
画

Cb

(7)Fb=W‘

Cb+C@

C

(8)F@=W｡

Cb+C@

5
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0．6

です。ねじ締結体Dは，外径が4.7d程度以上の平板（外側の

形状が円筒でなくてもよい）を「呼び径ボルト」とナットで

締結したもので， ‘の値は0.2程度以下です。被締結円筒体

の外径は，大きいほど｡の値が小さいが，締め付けたとき接

合面が直径4.7d程度以上の箇所で離間しているので，外径

がそれ以上であっても， ‘はねじ締結体Dに対する曲線の値

以下にはなりません。

４
２

●

０
０

ｓ
《
丑
侯
汝
匡

0
8 10 12 l4

jf/d
2 4 6

刀
(a)内外力比ゆの速算図表
（ボルト ・ナット被締結円筒体とも鋼）

d d d d

難癖
A B C D

(b)ねじ締結体の4形態

図6内外力比ゆの速算図表

縦座標に｡，横座標に締付け長さl(とねじの呼び径dとの比

をとっています。

ねじ締結体Aは，外径が1.6d(dはねじの呼び径）程度の

細い円筒体を「呼び径ボルト」とナットで締結したもので，

‘の値は0.4前後です。ねじ締結体Bは，被締結円筒体はね

じ締結体Aと同じですが，ボルト軸部の大部分をおねじの谷

の径程度に細くした，いわゆる「伸びボルト」 とナットで締

結したもので， のの値はほぼ0.3です。内燃機関のコネク

ティソグロッドポルトに伸びボルトが使われる理由は， この

ほうが｡の値が小さいからです。

ねじ締結体Cは，外径が2.3d程度の太めの円筒体を「呼

び径ボルト」とナットで締結したもので， ‘の値は0.3前後

5.4外力の作用位置による内外力比の修正

図6(a)の速算図表で求まる内外力比ゆの値は，図5(b)にお

ける外力W｡の作用位置を表すhがゼロで, 2rがl.3d程度

の場合のものであって，現実にはありえません。

h≠0の場合の内外力比を｡｡とすれば，

‘｡＝n×‘ ⑬

ただし，

n=(1!-2h)/1! 04

で求めることができます。

2rが1.6d以上の場合の内外力比は, 2rがl.3d程度の

場合の値より小さいので，ボルトの強度を問題にする場合は

rに対する修正をしなくても安全側にあります。 刀

6． 初期緩み

機械加工した表面は，多かれ少なかれ小さな凹凸がありま

す。図7(a)は，凹凸のある機械加工面が無負荷で接触してい

る状態です。 これに圧縮荷重が作用すると，実接触面積は見

6
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予張力の低下をF・とします。現実には，ナットは回転しない荷重

江

荷重

(a) (b)

図7接触面の凹凸ｶざ平坦化する

ことによって生じる接近

かけの接触面積に比べて極めて小さいので，実際に接触して

いる箇所が局部的に塑性変形して，図7(b)に示すように接触

面の凹凸が平坦化し，両個体が接近します。

ねじ締結体は，おねじとめねじの負荷側のねじ面，ボルト

頭の座面，ナットの負荷側座面および被締結円筒体同士の接

合面のそれぞれの接触面に小さな凹凸があり，最初の締付け

のさい大部分が平坦化しますが，外力の変動があるときは平

坦化がさらに進行します。外力の変動による平坦化は，変動

の回数がある程度以上に達すると進行が止まります。最初の

締付けの直後から平坦化の進行が止まるまでに，各接触面に

生じた接近量の合計を「へたり量」といい, Sで表します。

図8において，実線は最初に締付けた状態にあるねじ締結

体です。ナットを矢印で示された方向に緩め回転しますと，

予張力（図5(a)のFf)が低下して緩ふます。ナットをへたり

量sだけ軸方向に移動するように緩め回転したときに生じる

図8初期緩みの説明図

で，各接触面が合計でsだけ接近するだけですが， これに

よって生じる緩承の現象はナットを緩め回転した場合と同じ

です。へたり量sによって生じるねじ締結体の緩承F$を「初

期緩承」といいます。

ボルト ・ナット系の引張りばれ定数をCb,被締結円筒体

の圧縮ばね定数をQとすれば，初期緩承F｡は

F｡=Z×s ⑮

ここで，

く

1

⑯Z=

1/Cb+1/C@

で計算されます。

7
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6． 外力が作用しても被締結円筒体同士が離間せず，

ボルトが降伏しないねじ締結体の設計

式⑮によって求めたZの値を「へたり係数」といい，図9

その速算図表です。また，実験的に求めたへたり量sの概がその速算図表です。また，

略値を図10に示します。

外力W｡が作用した状態でも，接合面にF@の20%以上の圧

縮力が存在すれば被締結円筒体同士が離間しないものとふな

します。F@は，外力W｡が作用したとき被締結円筒体の予張

力から失われる圧縮力で，式(8)で与えられています。

ボルトの軸力と伸びとの関係を示す図11の線図において，

4(）

刀０
０
０

３
２
１

〔
日
［
三
（
日
ミ
三
〕
ミ
国

0
4 6 8 10 12

//d

[A,B,C,Dは図6(b)の4形態に対応〕

図9へたり係数Zの速算図表
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－－ボルトの伸び

図11被締結円筒同士が離間せずボルト

が降伏しない条件を求めるための
説明図

0
2 4 6 8 10 12 l4

jf/d

図10へたり量sの概略値 被締結円筒体をボルト ・ナットで最初に締め付けたときに生

じる予張力の最大値をFfmax,最小値をFfmi｡とします｡初期緩承
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をF.とすれば,上記の被締結円筒体同士が離間しない条件は，

Ffmin=Fs+F+O．2F@ 01

で表されます。式⑰と式(8)とからFcを消去すれば，

Fimm=F｡+1.2(1－j)W｡ 03

がえられます。

予張力の最大値Ffmaxと最小値Ffminとの比を「締め付け係数」

といい,Q(表3)で表しますと，

Asおよび降伏点ぴY(または耐力び02)の規格最小値との組合わ

せを選べば，軸方向外力が作用しても被締結円筒体同士が離間

せず，ボルトが降伏しないねじ締結体がえられます。

参考のため,M4～M24のねじについて，強度区分4.6,6.8,

8.8, 10.9および12.9のもののFYの値を表4に示します。

鉦 表4 降伏または耐力荷重FY
(=A｡×oYまたはAs×ぴ02)

単位:kN

表3締付け係数Qの値
■■■■■■■■■■■■■■

－

潤滑状態

－

油潤滑
－

－

1 ．8 潤滑せず
－

2

潤滑せず■■■■■■■l■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

Ffmax=Q×Ffmi。 ⑲

ですから， これに，式⑱のFfminを代入すれば，

F|""=Q{F｡+'2(I-｡)W｡} @'
となります。

弾性域締付けの場合は，一般にFfmaxは降伏または耐力荷重F

Yの70%にとります。従って

FY(==As×びYまたはAs×ぴ02)>Ffmax/0.7 @D

なる条件（図11参照）を満足するような，ボルトの有効断面積

虹 7． 疲れ強さ， ぴA

図5(b)において，軸方向外力W｡がO～W｡の範囲で変動す

るとき，ボルト軸力はF(～(Ff+Fb)の範囲で変動します。

ボルト軸力を有効断面積A璽でわった値を応力といいます。

ボルト軸力が最大のときの応力をびmx，最小のときの応力を

Ominとすれば，

9

締付け方法

表面状態

ボルト ナット

トルクレンチ

インパクトレンチ

トルクレンチ

無処理

または

りん酸塩皮膜

無処理

または

りん酸塩皮膜

無処理

動力ドライバ
亜鉛めっき

カドミウムめっき

亜鉛めっき

カドミウムめ つ き
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ボルトの場合，疲れ強さは材料やねじ部の加工方法などで

変わりますので，強度設計にさいしては，疲れ破壊に対する

「許容応力」 びAを求めて，式蜘で計算したびaの値が

ぴ。≦ぴA “

を満足していれば，疲れ破壊しないと判定します。

ぴAは，

と
OA== ×びWK ⑮

F!+Fb

Omax=二

A｡

F{

Omix二＝

A§

となるので，平均応力び､および応力振幅びaは，それぞれ

Om=(Omax+Omin)/2

=(Fi+Fb/2)/A｡ @3

O｡=(Omax+Omin)/2

=(Fb/2)/A｡ @3

で表されます。 これらの応力関係を図12に示します。

刀

f$×fm

で求めます。

ここで, OWKは疲れ強さの推定値で，例えばねじ部を切削

または研削した鋼ボルトで，図5(b)のような負荷形式の場合

は，ねじの呼びM4～M24のボルトに対し，表5の値が利用
6

表5 疲れ強さの推定値D oWK
単位:N/mi

桓
遭

ねじの

呼び

強 度 区 分
×
珂

匡
一

℃

、E

E

b

E

b

’ 12.9

４
５
６

Ｍ
Ｍ
Ｍ

78

72
68

81

73
69

87

77
73

76
66
62

110

96
89

乃0

一時間

図12平均応力ぴ､と応力振幅ぴa ８
０
２

１
１

Ｍ
Ｍ
Ｍ

62

54
51

62

52

48

63
53

48

74

63

56

76

64

58

応力振幅び｡が大きいときは，応力の変動回数がある値に

達するとボルトが疲れ破壊します。しかし，応力の変動回数

が無限大になっても疲れ破壊しない最大の応力振幅がありま

す。その値を「疲れ強さ」といいます。

６
０
４

１
２
２

Ｍ
Ｍ
Ｍ

47

42

40

44
40

36

43

39

35

50
45

41

51

46
41
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できます。

《は，実際に使われるボルトの疲れ強さとびwKとの比で，

たとえばねじ部を転造加工したボルトではと＝1.5の値を用

います。ただし，転造後熱処理したボルトでは転造効果が消

失しているので, <=1.0です。 f｡は,Fb値の推定の不確実

さに対する安全率で，内外力比ゆが安全側（大きめに）見積

もられている場合は,F｡=1とします。

fmは, OwK値の推定の不確実さに対する安全率で，表5の

OwKの値を用いる場合は, fm=1.5(信頼度95%)～2.0(信

頼度99％）程度の値を選びます。

する軸方向外力Wa=10kN,締付け長さl!=40m,M8のね

じをもった伸びボルト， という条件でボルトの強度区分を決

定しなさい。

［解］ 被締結円筒体は，外径13m,内径8nnn,長さ20m

の中空円筒2個を縦に重ねたもので近似します。従って，ね

じ締結体の形態としては図6(b)におけるBを適用します。

l!=d=40/8=5ですから，図9よりへたり係数Z=

12×8=96N/"m,図10よりへたり量s=5"mがえら

れ，式⑮より初期緩承F｡=96×5=480N=0.48kNとなり

ます。

図6(a)より，内外力比め=0.31がえられます。外力の作

用位置は締付け長さ内にあり，式⑭でn=3/4と承なさ

れるので，式⑬の‘｡＝（3／4）×0.31=0.23となります。

式剛に,F｡=0.48, ｡(=jn)=0.23,Wa=10kN,およ

OrQ=1.4を代入すれば，

F|"."=L4{MM2('-023)×'0}
=13.6kN

となり,Fimax/0.7=19.4kNであるから，式伽を満足するF

Yの値は，表4においてM8のねじでは19.4kNの直上である2

3kNであり，強度区分8.8が選ばれることになります。

つぎに，軸方向外力Wa=10kNが作用したとき，ボルト軸

部の引張り予張力に追加される引張り力Fbは, d (=.n)

＝0.23を式⑩に代入して

Fb=0.23×10

＝2．3kN

となり，表lによりM8のねじの有効断面積As=36.6mで

丘

8． 設計例

［問題］ 図13に示すコネクティソグロッドなおいて，ボ

ルト ・ナットの締付け係数Q=1.4,ボルト1本あたり作用

単位、、

丘

2Wa

図13 コネクティングロット
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l I

l
に従って解説しました。強度設計の対象としては，本分で述

べたものの外に「軸方向の荷重だけを受けるねじ棒」 「めね

じの長さ」 「被締結体同士が横ずれしないねじ締結体」 「被締

結体同士の接合面から流体が漏れないねじ締結体」などがあ

るが， これらについては文献(2)を参照して下さい。

あるから，応力振幅びaは，式⑬により

ぴ｡＝（2.3／2）／36.6

=0.031kN/mi

=31N/mi

となります。

式⑮において，転造後熱処理(焼入れ焼き戻し)したボルト 刀）
文 献

(1) 山本晃：ねじのおはなし（おはなし科学・技術シリーズ)， 日本

規格協会1990-10)

(2)機械システム設計便覧編集委員会編:JISに基づく機械システム設

計便覧， 日本規格協会(1986-12), p. 360, 8.5ねじ接手の設計

に対し《=1.0, f｡=1.0, fm=2.0(信頼度=0.99とする),

表5によるぴwK=63N/㎡(M8,強度区分8.8)を代入して，

’
1.0

OA== ×63
1．0×2．0

=31N/mi

となるので，式例の条件

o｡ (31N/mi)≦びA(31N/mi)

をかろうじて満足しています。

あるいは，強度区分8.8の材料を熱処理後転造すれば， 《
●●

●●●●

●●●●●●

●●●●●●●・

瀧菫：
●●●

●●●●

●●●●

●●●

●●●●●●●・
●●●●●●
●●●●

●●

=1.5であるから

1．5

×63びA二＝

’ l.0×2．0

=47N/mi

となり， このほうがより安全です。

刀）

口

！

9． むすび

ねじの強度設計について，その基本事項を主として文献(1)

12



°§｡｡§･c§．*･§．｡§･孝．§｡く§．｡§．｡§･°§°÷÷c§．c§"§。÷÷÷や｡§｡｡§｡÷÷｡§・°§｡｡§｡｡§。*･§。｡§。篭§．｡§。÷｡§｡÷｡§･秒や｡§｡÷･§･‘§･‘§｡÷c§｡｡§･琴÷*÷｡§・･齢§｡c§･･や｡“｡｡§｡｡§｡｡§･÷｡§｡｡§｡÷÷÷÷÷や÷｡§･÷｡§｡

岩田ボールトエ業㈱は4月15日付けで、 ク

ラリオン㈱（品質保証最高責任者・専務取締

役宗像大三路氏） より、品質優秀と認めら

れ、 自主保証納入会社に認定されました。

シンガポール支店がSONISより

優秀企業表彰

ソニー一宮でZD達成賞

ソニー一宮㈱（代表取締役専務・和泉沢政

人氏）は取引先250社の中から41社を招待して

開いたQCD大会で、 目標値1ppmを達成した

7社が達成賞を受けましたが、当社は0.2ppm

の好成績で2位となりました。

岩田ポールトエ業㈱シンガポール支店は、

4月11日開催のSonylnternational(S)のI.P.O

SuppliersConferenceにいて、高野社長1990年

度の優秀企業表彰を授賞致しました。 これは2

00社以上のSONIS納入業者の中から、年間を

通じて品質、納期、サービス、その他の点で多

大の貢献を認められたもので、授賞は5社。

写真の表彰状の他に賞品としてSonyポータブ

ル・ ミニHI-FIFH-414Ⅱを頂きました。

《 イワタボルトUSAがオハイオ支店を

イワタポルトUSAのオハイオ支店が6月よ

り開店、業務を開始します。支店責任者は、ビ

ル・グラントです。どうぞよろしく。

繧総懲鐵鴬鶏篭翻蕊謬

OHIOBRANCH, IWATABOLTUSAINC

7494WebsterStreetDayton,Ohio
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